
 

 

（第２号様式）   
令和６年３月 26日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立平塚湘風高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 22日実施） 

総合評価（３月 26日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

(1)単位制の利点をい
かした年次進行制の教
育課程に基づき、生徒
一人ひとりの可能性を
最大限に引き出す教育
活動を展開する。 
 
 
(2)学習意欲を高め、
自ら考え、表現する力
を育む。 
 
 
 
 
 
(3)基礎的・基本的な
知識・技能の習得とそ
れらを活用する力の育
成を図る。 
 
 
 
 
 
 

(1)新しい教育課程の理
念を踏まえ、授業の量
的確保を前提とした
「単位制の利点」との
整合性を図る教科指導
体制を実現する。 
 
 
(2) ICT 機器等を利活用
することで、生徒が主
体的に学べる環境を構
築し、わかりやすい授
業を実現する。 
 
 
 
(3)「わかる授業」を追
求し、基礎的・基本的
な知識・技術の習得を
目指した教科指導を展
開する。加えて、外部
教材を導入すること
で、基礎学力の更なる
定着を図る。 

(1)本校生徒に対応した
新しい教育課程の理念
に基づき、主体的・意
欲的な姿勢で授業に向
き合う態度を育成する
ための授業改善の取組
をさらに進める。 
 
(2)生徒の学習意欲を高
め、「わかる授業」を
実現するために、ICT 機
器や Google classroom
をどう活用するか、組
織的に実践研究を進め
る。 
 
(3)「よりわかる授業」
「何ができるようにな
るかを明確化した授
業」を追求するため、
教員間の情報共有を進
め、組織的に授業を改
善していく 。また、
１、２年次に「マナト
レ」を実施し、更なる
基礎学力の定着を図
る。 
 

(1)目標とする教育活動を
展開し、生徒の主体的・
意欲的な態度を育成でき
たか。(生徒による授業評
価、進路状況等) 
 
 
 
(2)ICT 機器等を効果的に
利活用できたか。また、
それにより生徒の学習意
欲を高めることができた
か。(生徒による授業評価
等) 
 
 
(3)授業改善の取組の結
果、生徒の学習への姿勢
が改善されたか。また、
できるようになったと実
感する生徒の割合が増え
たか。(生徒による授業評
価、生徒の状況観察、基
礎力診断テストの結果) 

(1)生徒による授業評
価で、学習の中に「考
えを広げ深めることが
できた」「考えをまと
めたり方法を考えたり
する場面がある」と答
えた生徒の割合が増え
た。 
(2)全教員でICT機器活
用の研修を行い、授業
への利活用を研究する
ことができた。また、
授業の振り返りに ICT
機器を用いるなどの取
組を行うことができ
た。 
(3)生徒による授業評
価で、学習に関して
「できるようになっ
た」「基礎力が上がっ
たと感じることができ
た」と回答した生徒の
割合が増えた。 

(1)増えたとはいえ、生
徒自身が「できるよう
になった」と実感させ
ること、到達すべき具
体的目標を持たせるこ
とが必要である。 
 
 
(2)研修テーマはニーズ
に合ったもので良かっ
たが、内容の難易度に
関する意見が分かれて
おり、内容のレベルの
見直しと、相互授業見
学同様に研修会への参
加率が課題である。 
(3)「できるようになっ
た」と実感させられる
ような成功事例を教員
間で共有するための情
報交換の機会を増やし
ていく必要がある。 

・「わかる」「できるように
なった」の実感は大切
で、回答割合増はなによ
りだと思う。 
・教員対象の ICT 研修・
活用は今後ますます期
待できると思うが、一方
で、「Chromebook を持
参しない生徒がほとん
ど」という科目があるのが
気になった。 
・「生徒による授業評価」
は良い手法と思われる。
各教科ごとに到達目標
を事前に立てさせ、それ
による評価ができるとさら
に良くなるのではない
か。 
・個人・家庭共に様々な
事情を抱えた生徒が増
えてきている中で、マナ
トレの試みは大変価値
があると思う。少しでも一
人ひとりの学力が底上げ
できるような取組をして
頂きたい。 

(1)生徒による授業評
価では、前期よりも
後期の結果が全体的
に多くの項目で向上
した。さらにできる
ようになったと実感
させたい。 
 
(2)各教室に設置され
ているプロジェクタ
を授業で利活用する
機会が増加してい
る。一人一台端末の
活用が少数の科目に
とどまっている。 
 
(3)確かな学力育成の
取組の一つとしてマ
ナトレを続けている
が、３年間取り組ん
だ生徒の声で「基礎
力が上がったと感じ
ることができた」と
答えた生徒が年々増
加している。 

(1)年度末の教科
別に振り返り、取
りまとめた課題点
や改善点を次年度
に引き継ぎ、実践
することが必要で
ある。 
 
(2)一人一台端末
の利活用の機会を
増やすために授業
実践研修等を行
い、「わかる授
業」の一助とす
る。 
 
(3) マナトレの活
用を工夫し、基礎
学力の更なる定着
を図る。「よりわ
かる授業」を追求
するために、教科
で共通認識を持っ
て授業改善に取り
組む。 

２ 
生徒指導 
・支援 

(1)生徒の規範意識を
育成し、社会や集団の
一員であるという自覚
を持たせる。 
 

 

 

(2)学校行事等への積
極的な参加を通し、豊
かな人間性やコミュニ
ケーション能力を育成
する。 
 
 
 
 
(3)教育相談・支援体
制の整備に努め、生徒
一人ひとりの豊かな学
校生活を支援する。 
 
 
 

(1)期待される行動を取
ろうとしたり、マナー
を守ろうとしたりする
感性を醸成するととも
に、他者を思いやり、
違いを認める心や態度
を育む。 
(2)学校行事や日頃の活
動を通して、規範意識
を身に付けさせなが
ら、集団の一員として
の責任感を育成する。 
 
 
 
 
(3)生徒の発達に応じた
支援が行えるよう、体
制の整備を行う。 
 
 

(1)時間とルールを守る
ことを主眼に「授業規
律」「生徒心得」等を
守れるよう、一丸とな
って適切な声掛け指導
や支援を行う。 
 
(2)学校行事や生徒会、
部活動・同好会などの
活動を通して、生徒一
人ひとりが個々の役割
を自覚し、協力して運
営する体制づくりを行
う。 
 
 
(3)担任、年次、保健
室、SC、SSW 間で綿密に
連絡を取り、課題を抱
える生徒の情報を共有
し、適切な支援に繋げ
る。 

(1)「授業規律」等のルー
ルが守れているか。他者
を思いやる行動が取れて
いるか。欠席数、遅刻
数、指導件数は減ってい
るか。 
 
(2)生徒が様々な活動を通
して、個々の役割を自覚
し、協力して運営する体
制づくりを行うことがで
きたか。（生徒の取組状
況、アンケート・振返り
など） 
 
 
(3)課題を抱える生徒に適
切な支援ができたか。生
徒情報共有会を実施する
と共に、ケース会を適時
に開催できたか。 

(1)欠席数、遅刻数、指
導件数ともに昨年に比
べ若干減少した。「授業
規律」等のルールを守れ
ない生徒、指示に従え
ない生徒が増えている。 
 
(2)「体育祭」では、
感染対策に配慮し、生
徒が主体的に運営でき
る協力体制を整えた。 
「文化祭」は一般公開
し、クラス企画や部活
動等の発表を通して、
多くの生徒が達成感を
得ることができた。 
(3)年度当初に生徒情報
共有会を実施し、共通
認識を持って生徒の支
援に当たった。SC、SSW
に相談する生徒も多く、
各所と情報を共有しなが
ら、適切な支援を考え
た。 
 

(1)「授業規律」等のルー
ルを守れるよう、職員が一
丸となって、挨拶励行や
適切な声掛け指導を続
け、生徒との関係性の中
で、他者を思いやる気持
ちを育んでいく。 
(2)「体育祭」では、熱中症
対策が大切であり、余裕を
もった準備等が必要であ
る。 
「文化祭」では、調理可と
した場合、未経験の生徒・
職員が多いので、準備や
衛生面等を徹底する必要
がある。 
 (3)ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ、ｽｸｰﾙ
ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ、保健室、年
次で情報を細目に共有
し、外部との連携も視野に
入れながら、課題を抱える
生徒への適切な支援を考
えていく。 

・挨拶を含め、日常のち
ょっとした声かけにより生
徒と教員のリレーション
は少しずつ強まると思
う。授業中の声かけ実践
が有効だと感じる。 
・欠席数などの減少はコ
ロナ禍の収束との関連
が大きいと思われるが、
ルールを守れない生徒
が増えている背景にはど
んなことが考えられる
か。 
・生徒心得やルールの
必要性の検討を生徒自
身にさせ、その理解度を
把握しておくことが大切
かと思う。 
・今後社会に出ていくこ
とを考えると学力以上に
人間性が大切であると
思う。取組を継続すると
ともに、粘り強い指導を
して頂きたい。 

(1) 遅刻者数、指導
件数は減少した。生
徒の規範意識の向上
の表れと考えられ
る。自他尊重の心も
同様に育んでいきた
い。 
(2)「体育祭」では、
生徒がより主体的に
運営する場を増やし
ていきたい。「文化
祭」では、衛生面に
注意し、コロナ前の
制限のない状態で実
施していきたい。 
 
(3)年次団で定期的に
生徒情報を共有する
とともに、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗ
ｰ等による教育相談や
かながわ子どもｻﾎﾟｰﾄ
ﾄ ﾞ ｯ ｸの結果を活用
し、時を逃さず諸問
題に対応することが
できた。 

(1)コロナ禍で徹
底しづらかった授
業規律等のルール
を再確認し、職員
一丸となって指導
を徹底していく。 
 
(2)「体育祭」で
は、生徒個々の役
割を確認し、職員
との協力体制をつ
くる。「文化祭」
では、コロナ前の
状態で実施できる
よう計画的に準備
する。 
(3)生徒の状況を
共有し、教育相談
や様々なアンケー
トを活用し、いじ
めや問題行動の未
然防止に努めると
ともに、きめ細か
い支援を行う。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 22日実施） 

総合評価（３月 26日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導 
・支援 

(1)生徒が自ら将来像
を描き、主体的に生涯
を生きる姿勢を育て
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)生徒一人ひとりの
可能性を伸ばし、多様
な進路希望の実現を支
援する。 
 
 

(1)「総合的な探究の時
間」の３年間の系統的
な授業展開を通じて、
変化する社会で生き抜
く人材の育成を進め、
進路指導へ反映させ
る。 
 
 
 
 
 
(2)自分の可能性を信じ
て目標に向き合う「挑
戦力」を育成するとと
もに、それを支える教
員の進路指導力の向上
を図る。 
 

(1)-①「総合的な探究
の時間」において、分
野別説明会、職業理解
講座により職業観の深
化を促す。 
 
(1)-②基礎力診断テス
トを実施する。 
 
 
 
 
(2)進路希望調査、進路
ガイダンス、三者面談
等を計画的に実施し、
組織的な進路指導に取
組、生徒の将来設計の
立案を促す。 
 

(1)-①職業観の確立に積
極的に取り組めたか。 
 
 
 
 
(1)-②基礎力診断テスト
に真摯に取り組むことが
できたか。 
 
 
 
(2)-①組織的な進路支援
により、進路先未定の生
徒数を減少できたか。 
 
(2)-②講習や校外模試等
を実施できたか。 

(1)-①総合的な探究の
時間や学校全体の教育
活動を通して、職業観
を育成し、自分の進路
を具体的に考えるため
の意識づけができた。 
(1)-②基礎力診断テス
トを１・２年次２回、
３年次１回実施し、受
検者は 1年次 99％、２
年次84％、３年次85％
であった。 
(2)-①組織的な進路支
援により、進路先未定
生徒数は 9.4％であっ
た。 
(2)-②校外での体験等
の実施により進路に対
する意識と学習意欲を
向上できた。 

(1)-①生徒が進路目標
をしっかりと定められ
るように、年次に応じ
た進路行事を計画的に
実施していく。 
 
(1)-②基礎力診断テス
トの結果を進路指導に
どのように役立ててい
くか考える。 
 
 
(2)生徒一人ひとりが高
い目標を持ち、それぞ
れの特性を生かした目
標に向けて、きめ細か
な指導を継続する。進
路未定者の減少に努め
る。 
 

・生徒のみなさんが、や
がては仕事を通じて社
会と関わり、達成感や自
己有用感につながるよう
なちょっとした体験を重
ねて、充実した時間を過
ごしていって欲しいと思
っている。 
・基礎力診断テスト受検
者が２・３年生で減少す
る理由、進路未定生徒
数のここ数年の動向が
気になった。 
・職業観の確立・育成に
つきると思う。資格制度
等を理解し、資格取得を
目指すのも一考かと、
又、地区企業での職業
体験などもできれば良い
と思う。 

(1)-①総合的な探究
の時間などを通して
生徒一人ひとりが進
路目標をしっかり定
め、決めていくこと
ができた。 
(1)-②基礎力診断テ
ストを実施できた。
未受験者が受験でき
る環境を整えたい。 
 
 
(2)-①組織的な粘り
強い取組により、未
定者の数を減らすこ
とができた。 
(2)-②外部模試や英
語技能検定試験な
ど、校内での受験機
会を増やした。 

(1)-①生徒の進路
希望を正しく把握
し、希望に応えら
れる進路指導を行
う。 
 
(1)-②テスト実施
前の学習課題への
取組状況を改善す
るとともに、結果
活用を促進した
い。 
(2)組織的な進路
支援により、生徒
の進路希望決定を
支援する。 

４ 
地域等と
の協働 

(1)家庭や地域との連
携によりパートナーと
して愛され、支持を得
られる学校づくりを推
進する。 
 

 

 

 

 

 

(1)-①生徒に、地域の
一員として活動する機
会を提供し、自己を発
信することに意義を見
出させ、自己肯定感・
有用感を高める。 

 
(1)-②教育活動につい
ての情報発信の充実を
図り、家庭や地域によ
り一層の理解と協力を
求める。 

(1)- ① 生 徒 が 地 域 の
方々に貢献できる場を
提供し、自己を発信す
ることの意義を指導す
る。 
 
 
(1)-②Web ページ、メー
ル配信、Twitter 等を通
し、教育活動の情報を
発信し、家庭や地域に
学校への理解を深めて
もらう。 

(1)-①生徒が地域に貢献
し、自己を発信する場を
提供することができた
か。地域貢献の大切さを
指導できたか。(地域の企
画や行事への参加状況、
貢献度等) 
(1)-②適時に情報発信を
することができたか。(保
護者・学校運営協議委員
からの意見等) 
 

(1)-①生徒会本部役員
の生徒が社会福祉法人
貴峯荘の夏祭りにボラ
ンティアとして参加
し、運営に協力した。 
 
 
(1)‐②PTA 関連の情報
や行事・修学旅行等、
教育活動の様子を Web
ペ ー ジ 、 メ ー ル 、
Twitter で配信できた 

(1)-①これからも可能
な限り地域貢献活動を
実施する。 
 
 
 
 
(1)‐②メール配信の登
録を年度初めにお願い
しているが、全家庭に
連絡できているか不明
なため、工夫が必要で
ある。 

・地域の夏祭りなどにボ
ランティア参加すること
で、「感謝された」体験が
あると、自己有用感、自
己肯定感につながり、と
てもいいと思う。 
・ボランティア体験がコロ
ナ以前に戻ることで、生
徒の学業に対する意欲
向上にも繋がることが期
待できると思う。 
・地域交流活動から増や
せると良いと思う。 

(1)-①生徒会本部役
員の生徒が地域貢献
活動としてボランテ
ィア等に参加するこ
とができた。 
 
 
(1)-②Twitter など
の即時配信ツール
で、本校の取組をＰ
Ｒできた。 

(1)-①これからも
可能な限り地域貢
献活動に参加し、
生徒会等の活動を
外部に発信してい
く。 
 
(1)-②生徒・保護
者にメール配信の
登録をしてもらえ
るよう工夫してい
く。 

５ 
学校管理 
学校運営 

(1)生徒が安全で、安
心でき、居心地の良い
学校生活を送ることが
できる、学校づくりに
取り組む。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)より一層の組織的
な学校運営と業務の効
率化を図る。 
 

 

 

 

 

(3)教員のワークライ
フバランスを推進する
ために、働き方改革を
推進する。 
 
 

(1)教育環境を整える意
識の向上を図るととも
に、非常時に向けた防
災教育、防災用品整備
に取り組み、生徒が安
心して生活できる環境
を確立する。 
 
 
 
 
 
 
 
(2)組織的に職務を遂行
し、生徒・保護者・県
民から信頼を得られる
学校づくりに取り組
む。 
 
 
 
(3)長期休業期間中に学
校閉庁日を設定し、校
務の効率化を図る。 

(1)清掃用具・用品の整
備を行い、環境整備を
図る。防災用品が非常
時に利用しやすい保管
場所の確保に努める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)ＰＴＡ活動等を利用
し、生徒・保護者との
活動をする中で良好な
関係性構築を目指す。 
 
 
 
 
(3)仕事内容の精選、作
業効率の向上を図り、
職員相互で勤務時間超
過を減らす職場環境作
りを目指す。 
 

(1)-①環境委員会と連携
し、環境整備や防災活動
を行うことができたか。 
 
 
 
 
 
 
(1)-②防災用品の保管場
所の整備や適切な在庫管
理ができたか。 
 
 
(2)保護者や地域と連携す
る学校行事を増やせたか
どうか。地域や保護者か
らの要望に応えられたか
どうか。 
 
 
 
(3)時間外在校勤務時間が
どれくらいであったか。
企画会議や職員会議など
の諸会議が、勤務時間内
に終了できていたか。 
 

(1)-①環境委員会と連
携し、各学期終わりや
校内行事での大掃除等
を通して環境整備をす
ることができた。ま
た、図書委員と連携し
防災活動(DIG 研修)に
取り組むことができ
た。 
(1)-②防災用品の保管
場所の整備や、適切な
場所への変更ができ
た。また、適切な在庫
管理もできた。 
(2)夏季休業中の校内
清掃、文化祭出店、公
民館での除草作業等の
保護者や地域と連携す
る行事を増やすことが
できた。 
 
 
(3)会議は勤務時間内
に終わるように意識さ
れていた。学校閉庁日
も設定し、休みを取り
やすい状況であった。 

(1)-①環境委員の負担
が大きいため、環境委
員以外からのボランテ
ィア参加も検討した
い。また、防災活動、
防災教育において資料
や物品が不足している
ので新たに購入等し拡
充したい。 
(1)-②防災用品の整備
に物理的なマンパワー
が多く必要なことが課
題である。生徒・職員
で協力していきたい。 
(2)アフターコロナで多
くの行事を復活するこ
とができたが、保護者
の参加数が少ないこと
が課題である。今後も
メール配信等を活用し
協力・参加を呼びかけ
たい。 
(3)職員会議、企画会議
ともに勤務時間内に終
了できなかったことが
２回 (合計４回 )あっ
た。今後も仕事内容の
精選、作業効率の向上
を図る。 

・防災教育、防災活動
に係る備品等の整備充
実は安心安全な教育環
境維持の大前提であ
る。必要なものは県に
向けて、強く要望して
ほしい。 
・行事への保護者参加
数の動向（コロナ前後
の変化）と参加しない
理由も気になった。 
・地区美化推進委員
会・地区ごみ減量化推
進委員会等の活動との
連携をとれたらボラン
ティア活動への参画の
芽が見えるかと思う。 
 

(1)校舎内外の巡回や
清掃活動を通し、清
潔な教育環境を整備
することができた。
DIG 研修を図書委員
と連携し、実施する
ことができた。防災
用品の適切な保管場
所は整備できたが、
資料や物品数の問題
点を解消したい。 
 
 
 
(2)コロナ禍前のよう
に多くの行事を実施
することができた。
多くの保護者に参加
していただくように
していきたい。 
 
 
(3)業務内容の精選、
作業効率向上を意識
して取り組むことが
できた。 

(1)環境委員の負
担を軽減するた
め、人員配置等を
工夫する。防災用
品の物品数の問題
点を解消し、整備
においては、生
徒・職員で協力し
ていく。 
 
 
 
 
 
(2)保護者、地域
との連携に必要な
行事を確認し、多
くの保護者に参加
してもらえるよ
う、メール配信・
呼びかけをしてい
く。 
(3)学校閉庁日や
長期休業、企画会
議、職員会議等を
年間行事の適切な
日程に設定してい
く。 



 

 

 


